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我々は、少量データによる機械学習アルゴリズムの開発に取り組み、その応用として表情変化の小さい日本
人向けの情動認識システムを開発している. 少量データによる学習を可能とするための学習手法の研究開発に加え、平均顔を用いた
ユニークな顔画像処理アルゴリズムを作成し、正解ラベルを伴う表情画像データが少ない状況においても、様々な環境条件に柔軟に適
応できるロバストな情動認識システムの開発に取り組んでいる。

概要と目的
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表情認識における顔の向き

Score Emotion Score

0.00013 anger 0.00000

0.00234 contempt 0.00092

0.00000 disgust 0.00000

0.00000 fear 0.00000

0.00050 happiness 0.00000

0.99551 neutral 0.99013

0.001295 sadness 0.00870

0.000185 surprise 0.008708

平均顔を利用した前処理
sub org add sub org add

個人間の顔の特徴分散を減らしつつ, 表情は残す

-diff処理した画像(右図のsub列)を入力と

することで, テスト画像分類精度が4~5%向上した.

diff

個人のNeutral 全体のNeutral平均

入力

org

-diff +diff

※add列は参考として掲載

特徴点の
位置差分
ベクトル

addsub

眼鏡除去処理

画像生成を行う深層ニューラルネットワークと
画像識別を行う深層ニューラルネットワークを
同時に競わせながら学習を行っていくことで、
メガネ除去画像の生成器を作成している

時系列コンテクスト
補正アルゴリズム

（予定）時系列ニューラルネットワークの利用

顔特徴点の相対的
移動ベクトルを算出

Υ: 過去の影響度
𝑦: 各感情の確信度過去の影響度

自動算出

過去の影響度を考慮し
て判定結果を修正.
推定を安定させる.
推定結果=
𝑠𝑜𝑓𝑡𝑚𝑎𝑥(∑!"#$ 𝛾!𝑦$%!)

外乱光

少量データによる学習

汎用的な顔の埋め込み表現の作成

GANやAutoEncorderを学習させることにより、
様々なタスクで少量データによる転移学習を
可能とする低次元の埋め込み表現を作成する

表情には関係のない特徴パターンを減らすことで
少量データによる学習の実現に寄与する

精度が2~3%以上向上

顔特徴点
取得

顔の3次元姿勢
推定アルゴリズム

ピンホールカメラモデル. カメラ
内部パラメータは単純化.

前処理による対応 (正面顔変換)

変換行列に特徴点を射影後に
モーフィングにより正面顔の生成

ニューラルネットに直接角度情報を入力

顔特徴点
取得

顔の3次元姿勢
推定アルゴリズム

CNNのFCレイヤーで
顔の姿勢ベクトルを入力して学習

ニューラルネットによる前処理アルゴリズム

敵対的生成ニューラルネットによる正面顔変換モデルを作成

・特徴マップから目口眉のパーツ情報を使っている
ことがわかる.
・皮膚情報は少ししか発火していない.
・小さなCNNモデルでも正面顔に対しては表現力を持つ

元画像 元画像生成画像 生成画像

メガネ1 メガネ2

（予定）表情認識率の検証

平均顔を利用して少量データでも
効率の良い学習を実現する

顔の特徴量エンジニアリングシステムと深層学習を組み合わせて、基本感情の表情判定を⾏う。
リアルタイムにパーソナライズ学習し微表情を検知する。また少量データからでも再学習が可能。

開発しているリアルタイム表情認識システム概要

図

動画

汎⽤性を⾼めるための
深層モデル

顔の特徴量を扱う前処理シス
テムにより少量データでの学習

動画シーケンスにおける
表情の微動を検出

リアルタイムで個⼈の顔を
パーソナライズ学習 表情判定

表情認知における
⼼理物理実験の知⾒ 基本7感情

既存の表情認識システム
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happiness anger surprise

sadness disgust contempt

fear neutral

• HappinessとneutralのTruePositiveは高い
• その他の表情に関しては日本人顔の場合

neutralと誤認識される
• Surpriseは比較的認識率は上がる
• ネガティブな表情間の区別ができない

Google

学習した畳み込みCNNの特徴マップ

日本人1人の顔画像200枚に対するMicrosoftEmotionAPIの結果.  [縦軸：確率横軸: 画像]

Microsoft

結果

※正解ラベルのみ折れ線で示す

訓練画像の精度99% テスト画像84%

同データに対する提案システムの結果

Sadness︓50%Neutral︓100%

コンテクストや対象⼈物の事前知識がないことによって、
微表情に対応しきれていない可能性が⽰唆されている。

既存のFace API(Microsoft)の微表情への適⽤例

夜間⾚外線⽇中RGB

GAN・階調補正により
適切なカラー画像に変換

半教師あり学習

類似の学習データを自動生成も可能

白黒画像 カラー画像

階調補正 GANによる着色

顔画像 顔画像
+

感情ラベル


